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閣薪受産道寛く

，９
月
１０
日
は

「下
水
道
の

日
」
だ
っ
た
。

こ
の
日
の
６
大
新
聞

（朝

日
、
毎
日
、
読
売
、
日
経
、

産
経
、
東
京
）
を
め
く
っ
て

み
た
が
、
「下
水
道
の
日
」
に

関
す
る
記
事
を
見
つ
け
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。
６
大

紙
に
関
す
る
か
ぎ
り

「下
水

道
の
日
」
は
無
視
さ
れ
た
感

が
あ
っ
た
。

下
水
道
整
備
は
、
自
然
環

境
と
社
会
生
活
環
境
の
保
全

に
と
っ
て
最
重
要
課
題
で
あ

る
。
６
大
紙
が

「下
水
道
の

日
」
を
無
視
し
た
こ
と
は
、大

新
聞
の
知
的
額
廃
と
無
責
任

な
体
質
を
露
呈
し
て
い
る
。

６
大
紙
は
い
ま
や
事
実
上

政
府

・
与
党
の
広
報
紙
と
化

し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
を
、
大
前
研

一
氏
は
０４

年
に
出
版
し
た

『
日
本
の
真

実
』
の
な
か
で
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。
《
「鉄
の
ト
ラ

イ
ア
ン
グ
ル

（
三
角
形
ｒ
。

私
は
…
利
権
に
よ
っ
て
強
固

に
結
び
付
い
た
政

・
宮

・
財

の
関
係
を
そ
う
名
付
け
た
。

し
か
し
、
そ
の
比
喩
は
今
や

当
て
は
ま
ら
な
い
。
角
が
２

つ
増
え
た
か
ら
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
政

・
官

・
財
に
大
マ

ス
コ
ミ
と
御
用
学
者
を
加
え

大
マ
ス
コ
ミ
と
御
用
学
者

は
、
災
害
対
策
や
社
会
資
本

整
備
の
た
め
の
公
共
事
業
を

「目
の
敵
」
に
し
て

「公
共

事
業
不
要
論
」
を
声
高
に
叫

ん
で
き
た
。
大
マ
ス
コ
ミ
と

御
用
学
者
の
時
代
錯
誤
の
偏

っ
た
固
定
観
念
に
も
と
づ
く

謬
論
は
、
日
本
の
政
治
経
済

に
害
毒
を
流
し
つ
づ
け
て
い

る
。
こ
の
結
果
、
わ
が
国
の

自
然
環
境
と
地
域
社
会
の
荒

な
ら
な
い
。
こ
の
事
故
の
原

因
は
送
水
用
ト
ン
ネ
ル
の
崩

落
で
あ
る
。
具
体
的
に
言
え

ば
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
天
丼
の

崩
落
だ
っ
た
。
広
島
県
当
局

は
、
ト
ン
ネ
ル
上
の
岩
盤
の

風
化
が
進
み
、
天
丼
部
を
押

し
つ
ぶ
し
た
と
見
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ

る
。
こ
の
送
水
用
ト
ン
ネ
ル

の
点
検
が
２７
年
間
行
わ
れ
な

こ
の
よ
う
な
大
規
模
断
水
は

避
け
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。

問
題
は
、
こ
の
状
況
は
広

島
県
が
特
殊
な
こ
と
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
。
全
国
ど
の

地
で
も
こ
の
よ
う
な
大
規
模

断
水
が
起
こ
る
お
そ
れ
が
高

い
の
だ
。
公
共
事
業
軽
視
が

も
た
ら
し
た
ツ
ケ
が
い
か
に

深
刻
か
を
、
わ
れ
わ
れ
は
改

め
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
で
あ
る
。
中

央
紙
が
無
視
し

た

「下
水
道
の

日
」
を
、
無
視

し
な
か
っ
た
地

方
紙

が

あ

っ

た
。
「下
水

道

の
日
」
の
前
日

の
９
月
９
日
、

『信
濃
毎
日
新

聞
』
の
１２
面
に

「下
水
道
き

れ
い
な
未
来
を
つ
く
る
道
」

と
の
全
面
広
告
が
掲
載
さ
れ

た
。
長
野
県
の
下
水
道
関
係

者
の
高
い
見
識
に
敬
意
を
表

す
る
。
冒
頭
に
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
。

《
長
野
県
内
の
公
共
下
水

道
の
普
及
率
は
平
成
１７
年
度

末
で
７２

・
■
％

（全
国
平
均

６９

・
■
％
）
、
４７
都
道
府
県

中
１０
番
目
の
普
及
状
況
で
あ

る
。
農
業
集
落
排
水
事
業
、

浄
化
槽
公
回
併
処
理
浄
化
槽
）

設
置
事
業
等
を
含
め
た
普
及

率
は
８９

・
６
％
と
な
っ
た
。

生
活
環
境
の
改
善
や
河
川
、

湖
沼
な
ど
の
公
共
用
水
域
の

水
質
保
全
を
図
る
う
え
で
下

水
道
は
、
必
要
不
可
欠
な
施

設
と
な
っ
て
い
る
。》

こ
の
広
告
が
具
体
的
に
取

り
上
げ
た
テ
ー
マ
は
、
「き

れ
い
な
千
曲
川
」
「よ
み
が

え
れ
諏
訪
湖
」
「長
野
市

・

全
戸
水
洗
化
を
め
ざ
し
て
」

「水
清
き
城
の
町

・
ま
つ
も

と
」
で
あ
る
。
こ
こ
に
長
野

県
の
下
水
道
整
備
の
重
点
が

示
さ
れ
て
い
る
。

下
水
道
の
整
備
は

「美
し

い
国
土
」
を
創
造
す
る
た
め

の
国
と
地
方
自
治
体
の
最
重

要
戦
略
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。

政
治
評
論
家

」套
”
　
Ｈ
田

藤

に
働

い

て

い

る
。
政
治
権
力

に
追
随
し
て
し

ま
っ
て
い
る
。

た
「鉄
の
ペ
ン
タ
ゴ
ン
（五
角

形
と
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
》

大
マ
ス
コ
ミ
と
御
用
学
者

は
、
国
民
の
た
め
で
は
な

く
、
時
の
政
治
権
力
の
た
め

廃
が
深
刻
化
し
て
い
る
。

去
る
８
月
末
に
広
島
県
の

呉
市
と
江
田
島
市
で
起
き
た

大
規
模
断
水
事
故
は
、
そ
の

氷
山
の

一
角
と
見
な
け
れ
ば

か

っ
た
と
い
う
事
実
で
あ

る
。
こ
れ
は
政
府
と
マ
ス
コ

ミ
が
水
道
を
軽
視
し
て
き
た

結
果
で
あ
る
。
常
時
適
切
に

点
検
が
行
わ
れ
て
い
た
ら
、

「下
水
道
の
日
」を
無
視
し
た
大
新
聞
の
オ
ソ
マ
ツ


